
位 置 図日加  
鳥取砂丘  岩  

lゴミはもち力・几，′ましよう。  

草花を採るのはやめましよう。  

山火事に注意しましよう。  

l自鮒こ親しみ、自然を大切にしましよう。   

このガイドは、中国自然歩道のモデル的な探勝コースを  

紹介したものです。身近なふるさとに親しんでみましよう。  

いろいろなふるさとの息吹が伝わってきます。  

このコースでは戦国時代をしのびながら、守護大名の戦  
ふたがみやま  

いの跡をひつそりと散策することができます。二上山から  
いわつわ  

は城下町の岩常を眼下に、日本海をながめることができます。  
しちやま いわど とっとりさきゆう   
駒馳山のふもとの岩戸には休憩舎があります。鳥取砂丘  
だいせん  

や大山をながめながら、ひと休みしましよう。  

．占  iさ．＿＿、  

岩戸～大谷  

岩常一二上山   
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■  

ちやま 一朗 馳 山  
とっとりさ－ゆう   

標高314mの鳥取砂丘の東にある山です。峠には石畳の日道  

があります。   

ふたがみやま  
■二上山城跡  ふた抽や董   

標高3亜．6mの二上山に作られた山城です。南北朝時代の支  

いをばやま々ときウじ 和年間（13詑～135）に因幡の守護山名時氏の居城として作ら  こや重いけ 
てんじんやま れました。1亜6年（文正1年）に湖山池のほとりの天神山に移さ いなばのくに  
れるまで因幡国を統治する城でした。山頂付近に本丸や空堀  

の跡、城郭の一部があります。  
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■岩常集落  ふた粕や士   
二上山城下の町屋でした。侍屋敷や長者屋敷、南屋敷などが  

田や畑の名前として残っています。  


